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ご注意

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定 運用状況（2009年10月末現在）

主に内外の株式および公社債を主要投資対
象とする投資信託に投資することにより、中長
期的に高い投資成果を目指します。

基本資産配分は、国内株式25％、海外株式
35％、国内債券20％、海外債券20％としま
す。(2009年10月末現在) なお、基本資産配分に
ついては、安定性と収益性を勘案し、継続的
に見直し、調整を行います。（※）

原則として、為替ヘッジは行いません。

運用にあたっては、運用スタイルの分散や運
用会社の固有リスクの分散を図るため、基本
的に当社が選定した複数の投資信託を組み
合わせた運用を行います。なお、運用成果の
向上を図るため、各特別勘定で投資する投資
信託については、継続的にモニタリングを行
い、適宜見直しを行っていきます。

ユニット・プライスの推移（運用開始日：2005年5月1日）

（注）ユニット・プライスとは、特別勘定の運用実績を把握するための参考値で、特別勘定の運用を開始した時点を「100」として数値化したものです。

［基本資産配分］ ［組入れ投資信託（投資比率）］

ラッセル日本株式ファンド Ｉ－3 (24.1%） ：ｐ11上段

ラッセル外国株式ファンド Ｉ－4B (32.5%） ：ｐ12下段

ラッセル日本債券ファンド Ｉ－1 （11.6%） ：ｐ16下段

グローバル・ボンド・ファンドＶＡ （21.1%） ：ｐ15上段

ｽﾃｰﾄ・ｽﾄﾘｰﾄ外国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽ･ﾌｧﾝﾄﾞVA1 (4.3%） ：ｐ13上段

ピムコ・海外債券ファンド (5.8%） ：ｐ15下段

現預金・その他 （0.7%）
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(※)基本資産配分の策定にあたっては、イボットソン･アソシエ
イツの協力のもと、各資産のさまざまな組合せについて比
較分析（最適化計算）を行い、最適な資産配分（基本資産
配分）を算出します。

運用方針

資産内訳

ユニット・プライス騰落状況

運用状況 ポートフォリオの状況

2009年10月の世界株式市場は、MSCI KOKUSAI 
(現地通貨ベース)で2.30%の下落となりました。上
昇する局面もありましたが、景気回復期待が弱
まり、下落しました。世界債券市場は、Citigroup 
WGBI (現地通貨ベース)で0.12%の下落となりまし
た。需給悪化懸念から利回りは上昇したもの
の、月末にはリスク回避の動きから低下に転じ、
月を通してはほぼ変わらずとなりました。このよ
うな市場環境の中、組み入れ投資信託が堅調で
あったことや、円安となったことから、当特別勘
定は0.91%上昇しました。

運用にあたっては、当社が選定した投資信託を
組入れています。具体的には、ラッセル社のマ
ルチ・マネージャー型の投資信託を中心とした組
合せとしています。

10月は資金流入に合わせて、 「ラッセル日本株
式ファンドＩ-3」、「ラッセル日本債券ファンドＩ-1」
および「グローバル・ボンド・ファンドVA」の購入
を行いました。

11月についても、これらのファンドへの投資を継
続する方針ですが、ファンドへの投資配分・入れ
替えについては適宜検討します。

（注）「ｐ11上段」等と記載してあるのは、各投資信託の運用状況を記載しているページです。ご参照ください。
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